






Specific event guidelines (see maps)

A) Course is fully closed and secured.

B) In all the areas of very narrow sections that are marked with RED, the motorbikes can be 30m in front of the athletes or behind.

Move either in front by minimum of 30m or behind the cyclists. Thanks for respecting this request for the athletes’ safety 

C) In all the areas (Yamashita Park, Red Brick Warehouses) that are marked with BLUE, any motorbikes cannot enter at any given

moment

D) In the rest of the course, the motorbikes can be in front of the athletes respecting the points that were mentioned above

E) The motorbikes are not allowed to go through the venue/transition; there is a short cut, that is reflected GREEN in the map.

F) The Elite course is flat. There are 9 laps of 4.45km to ride. The route is technically demanding, due to many changes of direction

and tight corners. 







TV 及び カメラマン用モーターバイク・ドライバー向け

概要説明書



概要
1. この説明書は、各大会に任命された

ワールドトライアスロン技術チームに
よって作成され、ワールドトライアス
ロンのホスト放送担当者は、この文
書をテレビチームと共有する責任を負
う。

2. モーターバイクライダーは、常にテク
ニカルオフィシャルの指示に従わなけ
ればならない。

3. コース（スタンダードディスタンス及
びより短いコース）におけるモーター
バイクの最大台数は5台（テレビ3台、
写真2台）である。テクニカルオフィ
シャルのモーターバイクがこの台数に
追加される。

4. テレビ番組制作チームとワールドトラ
イアスロン技術チームの間で、カメラ
プランとモーターバイクドライバーの
打合せ内容を確認するために、必ず現
地でミーティングを行なうこと。

5. その後、TVカメラマン、フォトグラ
ファー、モーターバイクドライバー、
及びワールドトライアスロン技術チー
ムの間で、説明内容を確認するため
に､必ずミーティングを追加して行な
うこと。上記の打合せ結果に基づき、
リハーサルが必要となる場合がある。
このリハーサルは、バイクコース試走
と並行して行うことが最適。

6. 上記の打合せが行われたら、TDは、
レース中のどの時点でも選手または選
手集団の前方で走行することができる
メディアのモーターバイクを1台のみ
承認することができる。そうでない場
合、モーターバイクに乗ったフォトグ
ラファーもTVカメラマンも、コース
の許可された区間においてのみ、後方
または側方から撮影することが許され
る。フォトグラファーおよびTVカメラマン

は、コースの許可された区間においての
み、前方45度または側方から撮影するこ
とができる。 図A参照

7. フォトグラファーとTVカメラマンは、
モーターバイクが後ろ向きに乗車で
き､かつドライバーとフォトグラ
ファー／TVカメラマンの双方が納得
した場合に限り、後ろ向きに座ること
ができる。

8. モーターバイクに乗ったTVカメラマ
ンは、両側から撮影できるようにして
おくこと。片方からしか撮影できない
場合は、大部分でモーターバイクが
カーブの外側にいることができる側を
選ぶこと。

9. 2つの選手集団が一緒になろうとする
とき、テレビのモーターバイクはその
間に割り込んではならない。モーター
バイクは後方から撮影し、コースレイ
アウト上可能な場合のみ前方に移動す
ること。図B参照

10. モーターバイクは、往復の選手の流れ
があるコースのセンターラインを横
切ってはならない。但し､ TDの事前承
認があれば、特定の状況（例えば1周
目）で横断が許可される場合がある。

図C参照

11. コース上では停車してはならない｡但
し､モーターバイクが安全な場所､望む
らくは競技コース外で競技の流れに干
渉しない場所に停車できれば撮影が許
される｡このような場所はTDによって事

前に承認されること。

12. 選手がモーターバイクに追随してしま
うかもしれないので､モーターバイク
はコースをショートカットしてはなら
ない｡但し、時と場合によって､TD/技
術代表が許可した場合（例：モーター
バイクがトランジションゾーンを通れ
ない､等）を除く。

図A
側方からの撮影

図B
合流しかかっている
選手集団

図C

双方向の流れ(往復路コース)



図E
ドラフティング

図D
ドラフティング

ドラフティング ゾーン

13. 選手にドラフティングさせてはならない｡
>> 選手にタイムペナルティが課され
る可能性がある。選手にスリップスト

リームの恩恵を与えることないように
モーターバイクと選手の最小距離は
15m、側方（45度）2mである。
図D + E 参照

14. 選手の前にモーターバイクがいる場合、
モーターバイクはコーナー手前で選手
より30m以上前方に移動し、選手が
コーナーに進入する前にそのコーナー
を完全に抜けなければならない。

15. ランの区間では、モーターバイクと選手
の間の最短距離は 5m まで縮めること
ができる。

モーターバイクと選手間の
最短距離

15 メートル +
横方向に 2 ﾒｰﾄﾙ
（45 度）

不適切なTVモーターバイクの
位置取り

1. コーナーでTVモーターバイクが選手
に接近しすぎている｡

2. TVモーターバイクが選手にドラフ
ティングさせている｡

事故時の対応

コミュニケーション

注意
本書は、ワールドトライアスロンのTD/技術代表からの
大会毎の指示書と合わせてお読みください。

16. 事故が発生した場合（例：コース上
で選手が転倒した場合）、他の選手
の進行を妨げたり、さらなる事故を
引き起こしたりしないように､

モーターバイクは可能な限り安全な位置
で横にいなければならない。TVカメラマ
ンはバイクに乗ったままでなければなら
ない。

17. モーターバイクが選手に接近しすぎ
たり、危険を及ぼしたりした場合、
ドライバーは無線を通じて（プロ
デューサーを通じて／該当しない場
合はワールドトライアスロンのTOか
ら）先ず警告を受けます。2回目に
違反した場合、ドライバーは

ワールドトライアスロンのTOから直接警
告を受けます。3回目の違反の場合、
モーターバイクは競技コースから排除さ
れます｡モーターバイクドライバーが何
かしらの悪質な行為を行った場合は、TD
の判断により直ちにコースから排除され
ます。

平均速度の大きさ

下図を見ると、モーターバイクの後流の平均風速はかなり狭い範囲に限ら
れ、その中心線から離れるにつれて「通常」の状態になることがわかる。
ライダーがこの青い航跡から外れると、ドラフティングのメリットは最小
限になる。(クレジット：Andrew Buckrell）



大会独自のガイドライン (地図を参照のこと)

  A) コースは完全に閉鎖されており、安全性が確保されています。

  B) 赤枠で囲われているエリアでは、モーターバイクは選手の前方30m、或いは後方にいなければなりません。 選手より少なくとも

30m以上離れて先行するか､選手の後方を走行してください｡ 選手の安全を確保するため､ご理解ください｡ 

  C) 紫枠で囲われているエリア(山下公園内､赤レンガ倉庫地区)には、TVモーターバイクは進入できません。

但し､最後尾TOバイクは例外で､選手を追走して､山下公園会場内/トランジションエリアに進入します｡

  D) それ以外のコース上のエリアでは、前述の事項に配慮して、選手の前方を走行してもかまいません。

  E) TVモーターバイクは会場内/トランジションエリアに進入できないので､地図上に退避ルートとして示されたショートカットのルート

があります。

F) エリートのコースは､フラットで､ 4.45kmの 9周回です｡ コースルートは､方向変換や狭いターンが多いため､習熟した運転技術が

要求されます｡ 
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